
 

 

学校番号 1006 

 

令和 2年度 外国語科 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語 III ２ 第３学年 

・増進堂 FLEX English 

Communication III 

・増進堂 FLEX English 

Communication III  

Workbook 

・旺文社 スクランブル 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語 II の授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という 4 技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く

行います。授業では積極的に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際にどのような場面で使用されているのかを意識して学習することが大切です。常に

「英語を使う」ということを意識しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズム・イントネーションに気をつけて、聞いている人

に正確に伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

 英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が育成でき、情報や考え等を的確に理解したり適切

に伝えたりする能力をさらに伸ばし、社会生活において活用できるようにする。 

 

【第 2 学年】履修科目：「コミュニケーション英語 II（３単位）及び「英語表現 II」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・論点の明らか

な英文を読

み、また話さ

れた英文を聞

いて、それぞ

れのポイント

をとらえて、

その概要を話

すことができ

る。 

読み取った内

容について、

話し合ったり

意見の交換を

したりするこ

とができ

る。・・・・・

・・・・など 

コミュ英 III 

ペアワーク 

英問英答  

要約 

・さまざまなト

ピックについ

て書かれた英

文を読み、ポ

イントを押さ

えてその概要

を文章で書く

ことができ

る。・・・・・

・・・・・・

・など 

コミュ英 III 

ライティング

課題 

定期考査 

 

 

・自然な速さ

で話される

出来事の説

明や、物や

人の紹介、

対話などを

聞いて、大

切なポイン

トを漏らさ

ず概要を把

握すること

ができ

る・・・・

など 

コミュ英 III 

リスニングテ

スト 

ディクテーシ

ョン 

定期考査 

 

・まとまりの

ある英文を

後戻りする

ことなく一

定時間内に

読み、各段

落のトピッ

ク、サポー

ト、例示、

詳細などを

押さえ菜が

ら、全体の

要旨を理解

できる。 

・・・・・・ 

など 

コミュ英 III 

音読テスト 

速読テスト 

定期考査 

 



 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

( 6 時間) 
ジョー・

D・プライ

スが伊藤若

冲と出会

い，魅了さ

れた経緯。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・時代や地域を隔てた

人々の出会いが現代に

もたらす影響を考え

る。 

 

・自分の考えをまとめた

後、グループで話し合

う。 

・本文内容を理解しよう

と努めている。 

・積極的に声を出して音

読しようと努めている。 

・グループで意見交

換した内容をプリン

トに書かせ、その発

表内容を判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容について

の英問英答や，知り

得た情報の英語によ

る説明ができる。 

・本レッスンの内容に関

して簡潔な種類や説明

文を書く。 

・本文の内容についての

英問英答や、知り得た

情報の英語による説明

ができる。 

・グループで意見交

換した内容をプリ

ントに書かせ、そ

の内容を判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

・プライスが伊藤若冲

の展覧会を通して東北

の人々に伝えたかった

ことを理解させる。 

 

・コンセプトマッピング

を完成させる。 

・本文の要約文を完成さ

せる。 

・本レッスンの本文英文

を聴いて、大まかな概

要を把握できる。 

・時系列に従って本文の

内容を正確に理解でき

る。 

 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・倒置、不定詞の意味

上の主語の表現を理解

させ，それを用いて表

現させる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・倒置、不定詞につい

て、それぞれの意味や働

き、形を理解している。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

Lesson 2 

( 8 時間) 
・海のゴミ

問題が生態

系だけでな

く，私たち

の生活にも

大きな影響

を与える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

スラットが海のゴミ問題

に取り組むに至った経緯

を読み取らせる。 

 

自分の考えをまとめた

後、グループで話し合

う。 

・本文内容を理解しよう

と努めている。 

・積極的に声を出して音

読しようと努めている。 

・グループで意見交換

した内容をプリント

に書かせ、その発表

内容を判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

本文の内容についての英

問英答や，知り得た情報

の英語による説明ができ

る 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

本レッスンの内容に関し

て簡潔な説明文を書く。 

・強勢，リズム，イント

ネーション，区切りなど

に注意して音読すること

ができる 

発表内容や話し合いの

内容で、表現が身につ

いているかを判断する 



 

 

 「外国語理解の能力」 

・時間的順序や新情報を

追加する語を意識しなが

らスラットの計画を読み

進める。 

・コンセプトマッピング

を完成させる。 

・本文の要約文を完成さ

せる。 

・本レッスンの本文英文

を聴いて、大まかな概

要を把握できる。 

・時系列に従って本文の

内容を正確に理解でき

る。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

・分詞構文，仮定法の表

現を理解させ，それを用

いて表現させる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・本文中に出てきた語

法・熟語を使って，指示

にそった適切な英文を書

くことができる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いているか

を判断する。 

Lesson 3 

( 6 時間) 

・生まれつ

きの才能よ

りも練習時

間の方が重

要であると

いう事実。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・エリクソンの実験の

目的や内容について読

み取ろうと努めてい

る。 

 

・セクションごとの内容
に対するキーワードを
ワークシートにメモ

し、それを参考にしな
がらグループで伝え合
う。 

・本文内容を理解しよう

と努めている。 

・積極的に声を出して音
読しようと努めている。 

・セクションごとのキー
ワードを板書させ、そ
の内容を取組状況の判

断材料として活用す
る。 

「外国語表現の能力」 

・エリクソンの実験の
概要を説明することが

できる。 

・本文中に出てくる表現
にマークを入れながら

読み、復習プリントを
利用して、自ら本文に
関するＱ＆Ａをつく

る。 

・類似している 2 つの音
の違いに注意し、提

示された英文を音読
することができる。 

・グループでの言語活動
を観察する。 

・復習プリントを提出さ
せ、その内容を取組状
況の判断材料として活

用する。 

「外国語理解の能力」 

・時制を的確に把握し，

時系列に従って本文の

内容を正確に理解でき

る。 

・コンセプトマッピング

を完成させる。 

・本文の要約文を完成さ

せる。 

・本レッスンの内容につい

て英問や英文を聴いて、
内容を正しく理解できる。 

・時系列に従って本文の

内容を正確に理解できる。 

・定期考査の筆記テスト

において、内容理解を
問う出題により、内容
理解ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・過去完了や省略の表

現について，それぞれ
の意味や働き，形を理
解している。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す
る。 

 

・本レッスンの内容につ

いての英問に対して英語

で答えを書くことや，知

り得た情報を英語に直し

て書くことができる。 

 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト
の筆記テストにおい
て、知識が身に付いて

いるかを判断する。 

Lesson 4 

(6 時間) 

・動物園が

多様性と、

その重要な

役割 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・動物園の科学的研究

の側面からの価値につ

いて読み取らせる。 

・セクションごとの内容
に対するキーワードを

ワークシートにメモ
し、それを参考にしな
がらグループで伝え合

う。 

 

・本文内容を理解しよう

と努めている。 

・積極的に声を出して音

読しようと努めている。 

・各自の意見を書いたプ

リントの内容を取組状

況の判断材料として活

用する。 

「外国語表現の能力」 

・動物園に対する諸処

の批判を説明すること

ができる。 

 

・本文中に出てくる表現

を参考に、キーワード

を使いながら要約文を

書く。 

・プリントを利用して、

自分の考えをまとめ

て、簡単な英文をつく

る。 

・本文で扱われる母音や

子音の音に注意し、発音

できる。 

・本レッスン内容につい

ての英問に対して英語で

答えを書くことや、知り

得た情報を英語に直して

書くことができる。 

 

 

・グループ発表の板書

や、定期テストの筆記

テストにおいて、内容

理解と表現が身につい

ているかを判断する 



 

 

「外国語理解の能力」 

・動物園が絶滅危惧種

の保護や生物多様性の

保全に対して果たす役

割を読み取ることがで

きる。 

・コンセプトマッピング

を完成させる。 

・本文の要約文を完成さ

せる。 

・本文中で用いられた熟

語や表現を的確に把握

し、その意味が理解でき

る。 

・定期テストの筆記テス

トにおいて、内容理解

を問う出題により、内

容理解ができているか

を判断する。 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・前置詞＋関係代名詞，

部分否定・全否定につい

て，それぞれの意味や働

き，形を理解している。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る 

・本レッスンの内容につ

いての英問に対して英語

で答えを書くことや，知

り得た情報を英語に直し

て書くことができる。 

・言語の使用場面と働き

を意識した定期テスト

の筆記テストにおい

て、知識や論理展開が

身に付いているかを判

断する。 

 

Lesson 5 

(6 時間) 
・マシュマ

ロ実験か

ら、人の感

情や行動に

関与する２

つのシステ

ムがあるこ

とを知る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・人の感情や行動に関

与する２つのシステム

を理解しようと努めて

いる。 

・セクションごとの内容

に対するキーワードをワ

ークシートにメモし、そ

れを参考にしながらグル

ープで伝え合う。 

・本文内容を理解しよう

と努めている。 

・積極的に声を出して音

読しようと努めている。 

・各自の意見を書いたプ

リントの内容を取組状況

の判断材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・自分の考えを簡単な

英文でプリントに書

き、相手に分かりやす

いように伝える。 

・プリントを利用して、

自分の考えをまとめ

て、簡単な英文をつく

る。 

・グループで話し合っ

て、まとめた内容を板

書して発表する。 

・日本語にはない、英語

独特の音に注意して、提

示された英文を音読する

ことができる。 

・グループ発表の板書

や、定期テストの筆記

テストにおいて、内容

理解と表現が身につい

ているかを判断する 

「外国語理解の能力」 

・２つのシステムを調和

させて生きるにはどう

すれば良いのかを考え

ようと努めている。 

・コンセプトマッピング

を完成させる。 

・本文の要約文を完成さ

せる。 

・強勢、リズム、イントネ

ーション、区切りなどに

注意して音読することが

できる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞 what と名

詞構文の表現を理解さ

せ，それを用いて表現

させる。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・関係代名詞 what の用法

と名詞構文を理解し、本レ

ッスンの内容についての英

問に対して英語で答えを書

くことができる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

Lesson 6 

( 6 時間) 

・マグロの

養殖漁業の

歴史と未来

と可能性。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・マグロ養殖の研究者達

の試行錯誤を理解しよ

うと努めている。 

 

・セクションごとの内容

に対するキーワードをワ

ークシートにメモし、そ

れを参考にしながらグル

ープで伝え合う。 

・本文内容を理解しよ

うと努めている。 

・積極的に声を出して

音読しようと努めてい

る。 

・各自の意見を書いた

プリントの内容を取組

状況の判断材料として

活用する。 

「外国語表現の能力」 

・マグロ養殖の歴史から

学んだ我々が目標を達

成するために大切なこ

とについて発表するこ

とができる。 

・プリントを利用して、

自分の考えをまとめ

て、英文をつくる。 

・グループで話し合っ

て、まとめた内容を板

書して発表する。 

 

・本文の内容について

の英問英答や、知り得

た情報の英語による説

明ができる。 

 

・グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する 



 

 

「外国語理解の能力」 

・マグロ漁業の問題や日

本に課された課題を読み

取ることができる。 

・セクションごとに、内

容に関する質問や穴埋

め問題などで、本文の

内容を理解する。 

・時制を的確に把握

し，時系列に従って本

文の内容を正確に理解

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・強調構文，句や節を先

行詞とする関係代名詞の

which の表現を理解さ

せ，それを用いて表現さ

せる。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・強調構文，句や節を先

行詞とする関係代名詞

の which の表現を理解

している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 7 

( 6 時間) 
・イースタ

ー島にたく

さんの石像

が立てられ

た経緯とイ

ースター島

の文明が崩

壊した理

由。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・現代社会とイースター

島の歴史との関連を読み

とる。 

・セクションごとの内容

に対するキーワードをワ

ークシートにメモし、そ

れを参考にしながらグル

ープで伝え合う。 

・イースター島の現在

の状況について読み取

ろうと努めている。 

・各自の意見を書いた

プリントの内容を取組

状況の判断材料として

活用する 

「外国語表現の能力」 

・イースター島にたくさ

んの石像が立てられた経

緯を本文の内容に沿って

リテリングすることがで

きる。 

 

・プリントを利用して、

自分の考えをまとめ

て、英文をつくる。 

・グループで話し合っ

て、まとめた内容を板

書して発表する。 

・石像の建造がどんな

悲劇をもたらしたのか

について意見できる。 

・グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する。 

「外国語理解の能力」 

・我々の生きる現代社会

とイースター島の歴史と

の関連を読み取ることが

できる。 

 

・セクションごとに、内

容に関する質問や穴埋

め問題などで、本文の

内容を理解する。 

・参考資料やグループで

の話し合いから、自分

の意見をまとめ、グル

ープの意見を出して、

他の人たちの考え方も

理解する。 

 

 

・時制を的確に把握

し，時系列に従って本

文の内容を正確に理解

できる。 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係副詞，助動詞＋

have＋過去分詞の表現

を理解させ，それを用い

て表現させる。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・参考資料を読んで坂の

活動についての知識を

得る。 

・関係副詞，助動詞＋

have＋過去分詞やそれ

ぞれの意味や働き，形を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 8 

( 6 時間) 
・J・K・

ローリング

の幼少期と

どんな経緯

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・J・K・ローリングか

らのメッセージを理解で

きる。 

・セクションごとの内容

に対するキーワードをワ

ークシートにメモし、そ

れを参考にしながらグル

ープで伝え合う。 

 

・授業内の話し合いで

能動的に意見を発表し

ようと努めている。 

・各自の意見を書いた

プリントの内容を取組

状況の判断材料として

活用する 



 

 

で作品がで

きたのか。

また出版す

るまでの苦

労。 

 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容についての

英問英答や，知り得た情

報の英語による説明がで

きる。 

・プリントを利用して、

自分の考えをまとめ

て、英文をつくる。 

・グループで話し合っ

て、まとめた内容を板

書して発表する。 

・コンマで切られた文

の読み方と英文を区切

って読むときのルール

に注意して，提示され

た英文を音読すること

ができる。 

 

・グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する 

「外国語理解の能力」 

・時制を的確に把握し，

時系列に従って本文の内

容を正確に理解できる。 

 

・セクションごとに、内

容に関する質問や穴埋

め問題などで、本文の

内容を理解する。 

・参考資料やグループで

の話し合いから、自分

の意見をまとめ、グル

ープの意見を出して、

他の人たちの考え方も

理解する。 

 

・強勢・リズム・イン

トネーション・区切り

などに注意して音読す

ることができる。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不定詞の結果用法や関

係副詞の非制限用法のそ

れぞれの意味や働き，形

を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・不定詞の結果用法や

関係副詞の非制限用法

のそれぞれの意味や働

き，形を理解できる。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Lesson 9 

( 6 時間) 

・人間と他

の動物との

違い。人間

と他の生物

を 隔 て る

「想像力」

が現代社会

で果たして

いる役割。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・人間の「想像力」につ

いて理解する。 

 

・セクションごとの内容

に対するキーワードをワ

ークシートにメモし、そ

れを参考にしながらグル

ープで伝え合う。 

・授業内の話し合いで

能動的に意見を発表し

ようと努めている。 

・各自の意見を書いた

プリントの内容を取組

状況の判断材料として

活用する 

「外国語表現の能力」 

・人間と他の動物の違い

について説明することが

できる。 

 

・プリントを利用して、

自分の考えをまとめ

て、英文をつくる。 

・グループで話し合っ

て、まとめた内容を板

書して発表する。 

・人間の特長である

「協力」について本文

の内容に沿ってリテリ

ングすることができ

る。 

 

・グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する 

 

「外国語理解の能力」 

・人間の「協力」の特徴

を理解することができ

る。 

・セクションごとに、内

容に関する質問や穴埋

め問題などで、本文の

内容を理解する。 

 

・強勢・リズム・イン

トネーション・区切り

などに注意して音読す

ることができる。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・be to 不定詞や if の

ない仮定法を理解させ，

それを用いて表現した

り，本文中に出てきた語

法・熟語を使ったりし

て，指示にそった適切な

英文を書くことができ

る。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・be to 不定詞や if の

ない仮定法を理解させ，

それを用いて表現でき

る。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 



 

 

Lessosn 10 

( 6 時間) 

筆者の生き

方を変える

きっかけと

なったデン

マークでの

出来事。そ

れ以来，筆

者の生き方

がどのよう

に変わった

のか。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・筆者の考え方を変えた

デンマークでの経験に

ついて読み取ろうと努

めている。 

 

・セクションごとの内容

に対するキーワードをワ

ークシートにメモし、そ

れを参考にしながらグル

ープで伝え合う。 

・授業内の話し合いで

能動的に意見を発表し

ようと努めている。 

・各自の意見を書いた

プリントの内容を取組

状況の判断材料として

活用する 

「外国語表現の能力」 

・本文の内容についての

英問英答や，知り得た情

報の英語による説明がで

きる。 

 

・プリントを利用して、

自分の考えをまとめ

て、英文をつくる。 

・グループで話し合っ

て、まとめた内容を板

書して発表する。 

・本文中に出てきた
語法・熟語を使っ
て、指示にそった適
切な英文を書くこと
ができる。 

・グループ発表の板書

や、定期テストの筆

記テストにおいて、

内容理解と表現が身

についているかを判

断する 

「外国語理解の能力」 

・時制を的確に把握し，

時系列に従って本文の内

容を正確に理解できる。 

 

・セクションごとに、内

容に関する質問や穴埋

め問題などで、本文の

内容を理解する。 

・参考資料やグループで

の話し合いから、意見

をまとめる。 

・筆者の生き方の変化

について説明すること

ができる。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、内容

理解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断する 

「言語や文化についての知識・理解」 

・need to do / spend 時

間 (on) doing / be 

accustomed to ~ / 

remind … of ~ / 

not…without ~ / 

regard … as~ の表現

を理解しそれぞれの意

味や働き，形を理解す

る。 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・need to do / spend 

時間 (on) doing / be 

accustomed to ~ / 

remind … of ~ / 

not…without ~ / 

regard … as~ の表現

を理解しそれぞれの意

味や働き，形を理解で

きる。 

 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

 


